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環境経営方針

大綱株式会社は、環境問題が重要かつ⾧期的な課題と認識し、全員参加で環境に配慮した
事業活動に取り組み、低炭素社会の実現に貢献してまいります。

環境経営理念

環境保全への行動指針

1. 全員参加型の環境経営システムを構築・運用し、継続的改善に努めます。

2. 環境関連法規等を遵守します。

3. 事業活動における資源・エネルギー（電力・ガス・ガソリン等）の削減に努めます。

4. 事業活動における水の削減に努めます。

5. 廃棄物の排出抑制および建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

6. 溶剤など適正管理に努めます。

7. お客さまのＳＤＧｓに関わる目標達成に貢献する製品・サービスを提供します。

8. 働きやすい環境を整備・実現します。

9. 環境情報を積極的に公開し、社会とのコミュニケーションを図ります。

10. 環境に配慮した工事に努めます。

制定日:2022年7月21日
改訂日:2024年3月21日
代表取締役社⾧ 馬場哲人
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会社概要

大綱株式会社事 業 所 名

代表取締役社⾧ 馬場哲人代 表 者 名

８０００万円資 本 金

１９６０年（昭和35）３月創 業

大阪市港区弁天６－１－５
東京都中央区日本橋箱崎町５－１１
千葉県松戸市稔台６－１０－７
名古屋市中川区高畑２－２
大阪市港区弁天６－１－５
加古川市野口町水足１０５－１０
広島市東区光町２－１２－１０
北九州市小倉北区赤坂５－３９３－３

本社
東京支店 東京事業所
東京支店 千葉事業所
名古屋営業所
大阪営業所
加古川営業所
広島営業所
九州営業所

所 在 地
（認証・登録対象組織）

０６－６５７４－２１２７総務部⾧ 石川裕環境管理責任者

０６－６５７４－２１２２品質保証課⾧ 山下昭博環境管理担当者

ワイヤロープ、繊維ロープ、その他吊り具及び関連製品の加工・販売、建設業
事 業 活 動

（認証・登録対象活動）

国土交通大臣許可（般-7）第２９７２７号
●とび・土工工事業 ●機械器具設置工事業 ●板金工事業

許 認 可

２０２５年２０２４年単位事業規模

6，０１０，２１２５，７７２，７７０千円売 上 高

７９６９名従 業 員 数

４，５４５４，５４５平米延 床 面 積

２０２５年３月２１日 ～ ２０２６年３月２０日事業年度

２０２５年３月２１日 ～ ２０２６年３月２０日レポートの対象期間
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役割・責任・権限

統括責任、経営資源の準備、環境経営方針の策定・見直し
全体の評価と見直し・指示代 表 者

環境経営方針の周知・教育・訓練の実施、環境経営目標達成に向けた取り組みの実施、
環境関連法規等遵守の取り組み、問題点の是正と予防部門責任者

環境経営に関する実行責任環境管理責任者

環境管理責任者の補佐 各種帳票の作成・データの取りまとめ 環境経営目標の作成
環境関連法規等取りまとめ表の作成と最新版の管理
環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境経営レポートの作成・公開
環境経営計画の審議、環境活動実績の確認・評価、緊急事態対応訓練の実施・記録

環境事務局
（エコ委員会）

環境経営方針の周知、社員に対する教育訓練の実施
環境経営目標達成に向けた取り組み実施、環境関連法規等遵守の取り組み
問題点の是正・予防

部門責任者

環境経営方針の理解、環境への取り組みの重要性の自覚
自主的・積極的な環境活動への参加社 員

環境経営組織及び役割・責任・権限

環境管理責任者

代表者
（代表取締役社⾧）

環境事務局
（エコ委員会）

総務部 管理部 東日本営業部西日本営業部
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２０２５年２０２２年（基準年）単位

124,170218,140kg-CO2二酸化炭素総排出量

11,62116,703kg一般廃棄物排出量

16,98015,010kg産業廃棄物排出量

1,3851,418㎥水道水使用量

２０２５年
（目標） （実績）

２０２２年
（基準年）単位二酸化炭素の削減

34,843102,459103,494kg-CO2
電 力

34％99％―基準年比

1,6873,7183,755kg-CO2
L P ガ ス

45％99％―基準年比

87,639109,782110,891kg-CO2
自動車燃料

79％99％―基準年比

124,170215,959218,140kg-CO2合 計

２０２５年
（目標） （実績）

２０２２年
（基準年）単位廃棄物・水道水の削減

11,62116,53616,703kg
一般廃棄物

70％99％―基準年比

16,98014,86015,010kg
産業廃棄物

113％99％―基準年比

1,3851,4041,418㎥
水 道 水

98％99％―基準年比

※2025年度は、各拠点の係数によるCO2合計です。(4、5月は本社・加古川/関西電力0.318kg-CO2/kW 九州/0.371kg-CO2/kWにて算出)

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

基準年（２０２２年） 二酸化炭素排出係数:0.343kg-CO2/kwh
2025年

電力会社事業所
2025年

電力会社事業所
調整後排出係数調整後排出係数

0.000日本テクノ加古川営業所0.000日本テクノ大阪本社

0.585中国電力広島営業所0.468ｴﾌﾋﾞｯﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ東京営業所

0.000日本テクノ九州営業所0.488グリムスパワー千葉営業所

0.426中部電力名古屋営業所
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電力による二酸化炭素削減

取 り 組 み 内 容

〇空調温度の管理（冷房28℃ 暖房20℃）

○空調機フィルター・室外機の点検清掃

○不必要な照明の消灯（昼休み・休憩時・離席時等）

〇外出時のパソコン電源ＯＦＦ

〇働き方改革による勤務時間の削減

数値目標と実績 (kg-CO2)

○
実 績数値目標

34,843102,459

環境経営計画の取組結果と評価、次年度の計画

■取り組みの評価
電力供給契約をCO2フリー電力に切り替えたこ
とにより大幅削減。

■次年度の計画
日常管理の徹底と設備の効率的な運用を行い、
さらなる電力削減を推進していきます。

LPガスによる二酸化炭素削減

取 り 組 み 内 容

○LPガスを使用しない生産技術への移行

○機器の定期的なメンテナンス

数値目標と実績 (kg-CO2)

○
実 績数値目標

1,6873,718

■取り組みの評価
LPガスを使用しない生産技術への移行により
2025年度の実績は、数値目標比45%となりま
した。環境に配慮した製品の提供が、お客様よ
り高い評価を頂いております。

■次年度の計画
引き続き、環境に配慮した製品をお客様にPRし、
更なる削減に取り組んでいきます。
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電力使用量（kWh） 2022年 2025年

本社・加古川・九州における電力供給を、
CO2フリー電力へ切り替えました。

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

○○○○○○××○○×○月次評価

○○○○○○○○○○○○累計評価
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取 り 組 み 内 容

○エコドライブの徹底(自動車、ﾄﾗｯｸ、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ)

△エリア別営業活動の見直し・効率的なルートで配送

○適正な車両整備（タイヤの空気圧等）

数値目標と実績 (kg-CO2)

○
実 績数値目標

87,639109,782

環境経営計画の取組結果と評価、次年度の計画

■取り組みの評価
エコドライブの徹底、営業車の電動化、配送
ルートの効率化が進み、2025年度の実績は数値
目標比79%となりました。エリア別営業活動の
見直し、効率的なルート配送の改善余地がある
として△評価とする。

■次年度の計画
今後も営業車の電動化を実施します。定期的な
車両メンテナンス、エコドライブを実施し、燃
費の向上を目指します。

一般廃棄物の削減

取 り 組 み 内 容

○分別の徹底

△両面印刷、集約印刷の徹底

△資料、帳票類の印刷削減

○使い捨て製品の使用、購入の抑制

○５Ｓ（整理・整頓・掃除・清潔・習慣化）活動の実施

数値目標と実績 (kg)

〇
実 績数値目標

11,62116,536

■取り組みの評価
オフィス活動、製造活動、工事現場において発
生する一般廃棄物削減に取り組み、2025年度の
実績は数値目標比70%となりました。

■次年度の計画
引き続き適正な分別、リサイクルの推進、再使
用可能な資材の導入を検討します。
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CO2排出量（kg-CO2) 2022年 2025年

●ガソリン使用量
2022年(基準年度)    22,398L
2025年 16,515L

●軽油使用量
2022年(基準年度) 22,840L
2025年 19,188L

●一般廃棄物の廃棄量

2022年(基準年度) 16,703kg
2025年 11,621kg
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産業廃棄物（混合廃棄物/木くず）の削減

取 り 組 み 内 容

○分別の徹底

△サプライヤーへの簡易梱包の依頼

数値目標と実績 (kg-CO2)

×
実 績数値目標

16,98014,860

環境経営計画の取組結果と評価、次年度の計画

■取り組みの評価
法令順守を徹底し、産業廃棄物の適正処理に努
めて活動しましたが、数値目標を達成するには
至りませんでした。

■次年度の計画
排出量削減に向けて、今後も再資源化率の向上
に取り組み、持続可能な事業活動を推進してま
いります。

水道水の削減

取 り 組 み 内 容

○節水の呼びかけ表示

数値目標と実績 (kg)

○
実 績数値目標

1,3851,404

■取り組みの評価
社内での掲示物を通じて、従業員への意識啓発
を継続的に実施しました。

■次年度の計画
定期的、計画的に設備メンテナンスを行い、継
続して節水遵守を実行していきます。

■リユース木材ドラムを活用して、廃棄物削減に取り組んでいます。

節水の呼びかけ表示
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
ならびに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練

当社に関係する上記の環境関連法規制等の遵守状況を評価した結果、すべて遵守されていました。
なお、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟は過去３年間ありません。

各事業所で避難訓練を実施しました

遵守状況摘要される事項（施設・物質・事業活動）

遵守化学物質の適正管理、化学物質管理責任者の選任、保護具着用責任者の専
任労働安全衛生法

遵守一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出廃棄物処理法

遵守液圧プレス騒音規制法

遵守液圧プレス振動規制法

遵守業務用空調機の設置フロン排出抑制法

遵守対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用自動車NOｘ・PM法
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社会貢献への取組紹介

働き方改革への取組紹介

早朝勤務、時差出勤の導入
有給休暇の奨励、残業を減らし、体力回復の時間を確保労働時間、作業時間の見直し

冷房のある休憩場所を確保
定期的な水分、塩分補給こまめな休憩

空調、扇風機の設置
通気性の良い服装、空調服の着用
冷感グッズの活用
WBGT測定器の設置

職場環境の見直し

熱中症のおそれのある者に対する処置（フロー図）の制定
熱中症の初期症状を全員が知る
異常時の迅速な対応

管理、教育面の改革

熱中症対策
2025年6月1日から、労働安全衛生規則の改正により、熱中症対策を講じています。

日本プロサッカーリーグ（Ｊ１）
ガンバ大阪～GANBASSIST（ガンバシスト）に協賛

ガンバ大阪が取り組んでいる「子どもたちの輝く未来づくり」「健康で豊かな人生」「安全で豊かな街づくり」の
活動へのアシスト（協賛）です。
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代表者による全体の評価と見直し・指示

２０２５年３月２１日 ～ ２０２６年３月２０日評価の対象期間

２０２６年４月２２日評価実施日

2025年度の環境経営活動について、環境経営目標の達成状況、法令遵守状況、内部監
査結果および環境負荷の把握結果を総合的に評価した。電力使用量については、社員への
節電意識の向上に努めるとともに、CO2フリー電力への切り替えを実施した結果、削減目
標を大幅に達成することができた。混合廃棄物については目標未達成となったため、現状
の取り組みを見直し、原因の分析を行ったうえで、さらなる改善活動を推進していくこと
が重要である。法令遵守については、関係法規の順守状況に問題はなく、違反や苦情等も
発生していないことを確認した。環境経営方針および環境経営目標・計画は当社の事業内
容および社会的要請に適合しており、引き続き妥当であると判断する。

全体の評価

■ 定期的な設備のメンテナンス、省エネルギー型設備導入の検討
■ 環境負荷を軽減できる製品の開発（高強度化・軽量化・⾧寿命化の達成）
■ 全項目の定量目標達成に向けて、継続的な改善、改良を行うこと
■ ５Ｓ活動（整理・整頓・清掃・清潔・習慣化）を全社的に取り組むこと
■ 環境に配慮した施工工事、指導を実施すること見直し・指示

変更なし □ 変更有
変更なし □ 変更有
変更なし □ 変更有

環境経営方針
環境経営目標・計画

実施体制

発行日:2026年5月29日


